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「
安
保
法
案
反
対
」の
声
列
島
揺
る
が
す

「
安
保
法
案
反
対
」の
声
列
島
揺
る
が
す

　

こ
の
夏
、
長
崎

に
行
く
機
会
を
得

た
。
被
爆
70
年
目

の
日
、
早
朝
か
ら

長
崎
の
町
を
歩
い

て
み
た
。
普
段
は
観
光
客
で
人

気
の
大
浦
天
主
堂
や
オ
ラ
ン
ダ

坂
も
ま
だ
静
か
だ
。
坂
道
が
多

い
。
洋
館
の
向
こ
う
に
海
が
見

え
る
。
ふ
と
神
戸
に
い
る
よ
う

な
錯
覚
に
陥
る
▼
い
い
天
気

だ
。
き
っ
と
70
年
前
の
、
あ
の

日
の
朝
も
そ
う
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
そ
れ
が
数
時
間
後
の
悲
劇

を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な
ろ
う

と
は
、
誰
も
想
像
し
な
か
っ
た

ろ
う
。
原
子
爆
弾
を
積
ん
だ
米

軍
機
は
、
も
と
も
と
は
小
倉
を

標
的
と
定
め
て
い
た
が
、
あ
い

に
く
の
曇
り
空
で
急
き
ょ
長
崎

に
変
更
し
た
と
聞
く
。
そ
し

て
、
午
前
11
時
２
分
、
運
命
の

時
間
が
や
っ
て
き
た
▼
爆
心
地

で
あ
る
平
和
公
園
に
も
足
を
延

ば
し
て
み
た
。
日
が
昇
る
と
猛

烈
に
暑
い
。
涼
し
げ
な
噴
水
の

前
に
小
さ
な
碑
が
あ
る
。「
の

ど
が
乾
い
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
水
に
は
油
の
よ
う
な
も

の
が
一
面
に
浮
い
て
い
ま
し

た
。
ど
う
し
て
も
水
が
欲
し
く

て
と
う
と
う
油
の
浮
い
た
ま
ま

飲
み
ま
し
た
」
当
時
の
少
女
の

日
記
だ
。
生
き
て
お
ら
れ
れ
ば

も
う
80
歳
前
後
に
お
な
り
だ
ろ

う
か
。
そ
の
後
、
ど
う
い
う
人

生
を
歩
ま
れ
た
の
か
▼
当
た
り

前
の
暮
ら
し
を
破
壊
し
て
し
ま

う
の
が
戦
争
で
あ
る
。
い
ま
だ

に
原
爆
の
健
康
被
害
に
苦
し
む

人
た
ち
が
い
る
。
政
府
は
残
念

な
が
ら
、
被
爆
者
の
健
康
被
害

を
ご
く
一
部
し
か
認
め
な
い
。

高
齢
と
病
気
を
押
し
て
、
原
爆

症
認
定
の
訴
訟
を
続
け
て
い
る

被
爆
者
た
ち
が
い
る
。
も
う
二

度
と
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」
を
つ
く

っ
て
は
な
ら
な
い
。
核
兵
器
を

世
界
中
か
ら
な
く
す
運
動
を
、

私
た
ち
も
支
援
し
て
き
た
。
戦

後
70
年
、
二
度
と
過
ち
を
く
り

返
し
て
は
な
ら
な
い
。 

（
星
）

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

８・20中央要請行動

審査対策部だより
支払基金・国保連合会　審査委員名簿

２面

歯科定例研究会より
矯正治療期間のコントロール

研
面
究 ４面

３面

ストップ患者負担増署名ストップ患者負担増署名
アンケートにご協力をアンケートにご協力を

全
国
各
地
で
集
会

　

29
日
に
は
、
兵
庫
県
弁
護
士

会
の
主
催
で
、「『
安
保
法
制
関

連
法
案
』
＆
『
特
定
秘
密
保
護

口
智
計
評
議
員
が
参
加
し
、

「
戦
争
法
案
絶
対
反
対
！
」
と

声
を
上
げ
た
。
主
催
は
、
市
民

ら
で
つ
く
る
「
戦
争
さ
せ
な
い

・
９
条
壊
す
な
！　

総
が
か
り

行
動
実
行
委
員
会
」
で
、
保
団

連
も
会
員
に
参
加
を
呼
び
か
け

て
い
た
。

　

国
会
正
門
前
で
は
、
野
党
各

党
の
党
首
や
音
楽
家
の
坂
本
龍

一
氏
、
憲
法
学
者
、
大
学
生
で

つ
く
る
「
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ
（
自

由
と
民
主
主
義
の
た
め
の
学
生

緊
急
行
動
）」
の
メ
ン
バ
ー
な

ど
が
次
々
に
、
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
を
容
認
す
る
法
案
の
違

憲
性
や
海
外
で
の
戦
争
に
参
加

す
る
危
険
性
な
ど
を
訴
え
た
。

　

会
場
で
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
、
健

診
を
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
形
式
に

す
る
、
避
難
者
同
士
が
交
流
で

き
る
よ
う
な
場
を
設
け
る
、
法

律
相
談
が
行
え
る
よ
う
弁
護
士

に
よ
る
無
料
相
談
所
を
設
け
る

　

尼
崎
医
療
生
協
病
院
で
の
実

施
は
２
回
目
で
、
尼
崎
市
や
西

宮
市
居
住
の
家
族
が
多
数
受
診

し
た
。
健
診
内
容
は
、
問
診
、

身
長
体
重
計
測
、
診
察
、
血
液

検
査
、
心
電
図
、
検
尿
、
甲
状

腺
エ
コ
ー
、
眼
科
検
診
。

を
実
施
し
た
。

　

避
難
者
健
診
は
、
避
難
者
に

寄
り
添
い
、
気
持
ち
よ
く
健
診

が
受
け
ら
れ
る
環
境
を
提
供

し
、
健
康
管
理
に
寄
与
し
よ
う

と
、
兵
庫
県
民
主
医
療
機
関
連

合
会
（
民
医
連
）
が
半
年
に
一

度
実
施
し
て
お
り
、
今
回
で
５

回
目
。
民
医
連
か
ら
の
協
力
要

請
を
受
け
、
協
会
役
員
が
毎

回
、
診
察
に
参
加
し
て
い
る
。

　

福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る

県
内
へ
の
避
難
者
を
対
象
と
し

た
健
康
診
断
が
、
８
月
23
日
に

尼
崎
医
療
生
協
病
院
で
開
催
さ

れ
、
福
島
県
な
ど
か
ら
避
難
し

て
き
た
44
人
が
受
診
し
た
。
協

会
の
池
内
春
樹
名
誉
理
事
長
、

辻
一
城
副
理
事
長
が
小
児
科
の

診
察
を
行
い
、
山
中
忍
理
事
が

ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
眼
科
検
診

戦
争
法
案
、
秘
密
保
護
法
は
い
ら
な
い
と
訴
え
る
辻
副
理
事
長
（
①
右
２
人
目
）、
山
中
（
①
右
端
）・
八
木
（
②
左
）

・
福
田
（
②
右
）
各
理
事
、
小
出
淡
路
支
部
幹
事
（
①
左
２
人
目
）

　

違
憲
の
法
案
は
国
民
の
声
で
必
ず
廃
案
に―

―

。
現
在
、
参
議
院
で
審
議
中
の
安
全
保
障
関

連
法
案
の
廃
案
を
求
め
、
８
月
29
日
・
30
日
に

全
国
各
地
で
集
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
数
十

万
人
に
の
ぼ
り
、
安
保
法
案
に
対
す
る
抗
議
行

動
と
し
て
は
最
大
規
模
と
な
っ
た
。
協
会
か
ら

も
、
県
内
お
よ
び
東
京
・
国
会
周
辺
の
集
会
に

多
数
参
加
し
、「
違
憲
の
法
案
絶
対
反
対
」「
安

倍
政
権
は
今
す
ぐ
退
陣
」
な
ど
と
声
を
上
げ

た
。

法
』
反
対
兵
庫
パ
レ
ー
ド
」
が

神
戸
・
尼
崎
・
姫
路
・
豊
岡
の

県
下
４
カ
所
で
開
催
さ
れ
、
市

民
６
０
０
０
人
超
が
集
ま
っ

た
。
神
戸
会
場
に
、
辻
一
城
副

理
事
長
、
山
中
忍
理
事
、
住
友

直
幹
・
松
岡
泰
夫
・
藤
末
衛
各

評
議
員
、
小
出
昌
伸
淡
路
支
部

幹
事
と
家
族
、
冨
永
弘
久
先
生

が
、
尼
崎
会
場
に
宮
崎
義
彦
・

脇
野
耕
一
両
理
事
、
尼
崎
市
の

野
村
医
院
ス
タ
ッ
フ
ら
が
参
加

し
、「
イ
ケ
ン
」
の
プ
ラ
カ
ー

ド
を
掲
げ
て
街
を
パ
レ
ー
ド

し
、
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

30
日
に
は
、
東
京
の
国
会
周

辺
で
「
戦
争
法
案
廃
案
！
安
倍

政
権
退
陣
！
８
・
30
国
会
10
万

人
大
行
動
」
が
行
わ
れ
、
全
国

各
地
か
ら
集
ま
っ
た
12
万
人
が

国
会
を
包
囲
。
兵
庫
協
会
か
ら

は
、
武
村
義
人
・
川
西
敏
雄
両

副
理
事
長
、
八
木
秀
満
・
福
田

俊
明
・
白
岩
一
心
各
理
事
、
坂

な
ど
の
工
夫
が
さ
れ
た
。
受
診

者
に
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
自

分
の
健
康
管
理
に
役
立
て
て
も

ら
え
る
よ
う
、「
私
の
健
康
記

録
フ
ァ
イ
ル
」
を
渡
し
て
い

る
。
10
月
に
は
健
診
結
果
相
談

会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

終
了
後
の
ス
タ
ッ
フ
の
感
想

交
流
で
は
、「
子
ど
も
た
ち
の

健
康
を
考
え
、
10
年
間
は
健
診

を
続
け
て
い
き
た
い
」「
自
治

体
か
ら
の
補
助
で
、
健
診
が
無

料
で
行
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
」、
参
加
し
た
医
学
生
か
ら

は
「
避
難
者
健
診
を
毎
年
行
う

意
義
は
大
き
い
と
感
じ
た
。
来

年
も
参
加
さ
せ
て
ほ
し
い
」
な

ど
の
声
が
出
さ
れ
た
。

（
次
号
に
感
想
文
を
掲
載
予
定
）

池
内
名
誉
理
事
長
（
上
）、
辻
副
理
事
長
（
中
）
が
小
児
科
の
診
察
を
、
山
中
理
事
（
下
）
が
眼
科
検
診
を
行
っ
た

　

こ
の
間
、
治
安
維
持
法
等

に
よ
り
、
国
民
は
戦
争
の
た

め
に
総
動
員
さ
れ
、
戦
争
や

政
府
を
批
判
す
る
報
道
・
言

論
は
厳
し
く
規
制
・
弾
圧
さ

れ
た
。

　

こ
の
戦
争
に
つ
い
て
、
ア

ジ
ア
民
族
の
自
立
を
促
し
植

民
地
時
代
を
終
わ
ら
せ
た
と

の
意
見
も
あ
る
が
、
日
本
の

侵
略
に
よ
り
多
く
の
尊
い
命

を
奪
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ

り
、
そ
の
侵
略
に
対
し
、
真

摯
な
反
省
が
求
め
ら
れ
る
。

　

命
・
健
康
を
守
る
は
ず
の

医
師
・
歯
科
医
師
も
動
員
さ

れ
、
旧
日
本
陸
軍
７
３
１
部

隊
の
人
体
実
験
の
よ
う
に
、

戦
争
の
加
害
者
と
な
っ
た
。

こ
の
歴
史
的
事
実
を
受
け
止

め
、
わ
れ
わ
れ
は
人
命
を
守

る
医
療
者
と
し
て
、
い
か
な

る
戦
争
も
容
認
し
て
は
い
け

な
い
。

　

昨
年
成
立
し
た
特
定
秘
密

保
護
法
、
現
在
参
議
院
で
審

議
中
の
安
全
保
障
関
連
法
案

は
、「
戦
争
放
棄
」
を
規
定

し
た
第
９
条
を
持
つ
憲
法
の

原
則
を
脅
か
し
、
米
国
の
戦

争
に
ど
こ
ま
で
も
日
本
を
巻

き
込
む
悪
法
で
あ
る
。
70
年

前
と
同
じ
こ
と
を
二
度
と
く

り
返
さ
な
い
た
め
、
憲
法
９

条
を
名
実
と
も
に
守
る
た
め

な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
だ
。

し
か
し
、
戦
争
を
体
験
し
て

い
な
い
若
者
た
ち
が
自
発
的

に
呼
び
か
け
た
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ

ｓ
（
自
由
と
民
主
主
義
の
た

め
の
学
生
緊
急
行
動
）
が
安

保
法
案
に
反
対
の
声
を
上
げ

て
い
る
。
学
者
や
保
守
政
治

家
ら
も
次
々
と
反
対
を
表
明

し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
も
共

に
た
た
か
い
た
い
。

の
た
た
か
い
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

70
年
が
経
ち
、
一
番

の
問
題
は
、
実
際
に
戦

争
を
体
験
し
、
そ
の
教

訓
を
語
る
日
本
人
が
少

経
て
世
界
の
大
国

の
一
員
と
な
っ
た

日
本
は
、
朝
鮮
を

併
合
し
、
中
国
に

満
州
国
と
い
う
傀

儡
国
家
を
造
り
、

の
広
島
、
９
日
の
長
崎
の
原

爆
投
下
・
被
爆
、
８
月
15
日

の
日
本
の
終
戦
か
ら
70
年
が

経
っ
た
。

　

あ
の
戦
争
と
は
何
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
日
清
・
日
露

戦
争
、
第
１
次
世
界
大
戦
を

対
中
国
戦
争
を
始
め
た
。
そ

し
て
、
そ
の
行
為
を
容
認
し

な
い
国
際
連
盟
を
脱
退
。
米

国
・
英
国
・
オ
ラ
ン
ダ
な
ど

に
よ
る
経
済
制
裁
を
受
け
、

資
源
の
確
保
を
目
的
と
し
て

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
南
方
に

進
出
。
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア

と
三
国
同
盟
を
結
び
、
米
国

・
英
国
と
の
戦
争
に
突
入
し

た
。

　

今
年
は
第
二

次
世
界
大
戦
終

結
か
ら
70
年
の

節
目
の
年
で
あ

る
。
８
月
６
日

原発事故・県内避難者へ健康診断

健康管理つづけよう
阪神間の居住者ら44人が受診

協
会
役
員
が
多
数
参
加

戦
後
70
年
と

　
　
　

安
保
法
案

　より多くの会員に署名運動にご参加いただけるよ
う、署名運動についてのアンケートを９月初旬に
FAXでお送りしています。FAXにて、10月１日まで
にご返信ください（返信FAX078－393－1802）。

お問い合わせは、☎078－393－1807まで

秋
の
共
済
普
及
好
評
受
付
中
！

秋
の
共
済
普
及
好
評
受
付
中
！
〈
グ
ル
ー
プ
保
険
・
休
業
保
障
制
度
・
保
険
医
年
金
〉

〈
グ
ル
ー
プ
保
険
・
休
業
保
障
制
度
・
保
険
医
年
金
〉

国会前

●②

神戸

●①

３
面
に
案
内
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参 加 記

　

保
団
連
・
協
会
は
８
月
20
日

に
中
央
要
請
行
動
を
実
施
。
兵

庫
協
会
か
ら
事
務
局
が
参
加

し
、
保
団
連
役
員
と
と
も
に
、

兵
庫
選
出
国
会
議
員
に
、
安
全

保
障
関
連
法
案
反
対
ア
ピ
ー
ル

賛
同
者
名
簿
を
持
参
し
、
安
保

法
案
の
廃
案
な
ど
を
要
請
し
た

他
、
消
費
税
増
税
中
止
と
医
療

へ
の
ゼ
ロ
税
率
の
適
用
、
保
険

で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
の
実
現

な
ど
を
求
め
た
。

　

松
本
剛
明
（
民
主
）、
井
坂

信
彦
（
維
新
）、
堀
内
照
文

（
共
産
）
各
衆
議
院
議
員
が
面

談
に
応
じ
た
。

　

松
本
衆
議
院
議
員
に
は
、
住

江
憲
勇
保
団
連
会
長
が
面
談
。

松
本
議
員
は
、
消
費
税
に
よ
る

医
療
機
関
の
「
損
税
」
に
つ
い

て
は
、「
党
内
で
も
議
論
し
た

結
果
、
非
課
税
還
付
方
式
が
最

適
と
な
っ
た
」
と
述
べ
た
。

　

井
坂
衆
議
院
議
員
（
厚
生
労

働
委
員
）
に
は
、
宇
佐
美
宏
保

団
連
副
会
長
・
歯
科
代
表
が
面

談
。
井
坂
議
員
は
、
自
身
が
厚

労
委
員
会
で
行
っ
た
歯
科
技
工

士
の
低
賃
金
長
時
間
労
働
問
題

に
関
す
る
質
問
に
つ
い
て
「
協

会
・
保
団
連
の
６
・
４
国
会
集

会
な
ど
の
運
動
が
あ
っ
て
こ

そ
」
と
発
言
。
宇
佐
美
副
会
長

は
謝
意
を
述
べ
る
と
と
も
に
今

後
、
低
歯
科
医
療
費
政
策
問
題

の
全
般
に
言
及
し
て
ほ
し
い
と

要
請
し
た
。

　

堀
内
衆
議
院
議
員
（
厚
生
労

働
委
員
）
に
は
、
市
川
誠
保
団

連
理
事
が
要
請
し
た
。
堀
内
議

員
は
、
地
域
医
療
連
携
推
進
法

人
の
創
設
に
つ
い
て
「
厚
労
委

員
会
で
は
７
時
間
の
審
議
だ
け

で
採
決
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」
と

政
府
・
与
党
を
批
判
。
ま
た
、

兵
庫
協
会
が
集
め
た
「
集
団
的

自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定

に
反
対
し
、
平
和
憲
法
を
守

る
」
請
願
署
名
７
８
９
筆
の
紹

介
議
員
を
引
き
受
け
た
。

　

当
日
は
、「
損
税
解
消
を
求

め
る
国
会
内
集
会
」
が
開
催
さ

れ
、
１
５
０
人
が
集
ま
っ
た
。

松本剛明（①右）、井坂信彦（②
左）、堀内照文（③右）各衆議院
議員に、保団連の住江憲勇会長
（①左）、宇佐美宏副会長（②
右）、市川誠理事（③左）と事務
局が要請

　

尼
崎
支
部
は
７
月
18
日
、
尼

崎
市
・
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
で

第
44
回
総
会
を
開
催
。
総
会
議

事
で
は
、
２
０
１
４
年
度
の
活

動
の
ま
と
め
と
２
０
１
５
年
度

活
動
方
針
を
採
択
し
、
役
員
改

選
で
新
任
幹
事
・
評
議
員
を
選

出
し
た
。
記
念
企
画
と
し
て
、

市
民
公
開
討
論
会
「
尼
崎
の
救

急
医
療
の
今
後
に
つ
い
て
考
え

る
」
を
行
い
、
会
員
、
一
般
市

民
ら
29
人
が
参
加
し
た
。

　

尼
崎
支
部
は
、
７
月
１
日
の

「
県
立
尼
崎
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー
」
の
開
院
に
伴
い
、
尼
崎
の

医
療
、
と
り
わ
け
救
急
医
療
体

制
が
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
て
い
く
の
か
、
そ
し
て
、

い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
市
民
を

交
え
て
考
え
る
機
会
と
し
て
討

論
会
を
開
催
し
た
。

　

冒
頭
に
支
部
幹
事
の
西
原
弘

道
先
生
が
「
尼
崎
の
救
急
医

療
」
と
題
し
て
講
演
。
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
で
搬
送
先
を
検
索
す

る
「
む
こ
ね
っ
と
」
の
運
用

急
医
療
の
経
緯
や
見
通
し
に
つ

い
て
ふ
れ
た
ほ
か
、
治
療
結
果

に
よ
っ
て
は
裁
判
に
直
結
す
る

訴
訟
社
会
に
警
鐘
を
鳴
ら
し

た
。

　

西
原
先
生
は
、
市
民
に
向

け
、「
専
門
外
の
こ
と
で
も
気

軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
な
、
信

頼
で
き
る
か
か
り
つ
け
医
を
見

つ
け
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か

け
、
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
医
師
の
確

保
や
夜
間
小
児
救
急
に
対
す
る

質
問
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
た
。

や
、
休
日
夜
間

急
病
診
療
所
の

小
児
科
の
受
付

時
間
の
短
縮
、

開
院
し
た
ば
か

り
の
県
立
尼
崎

総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
の
救
急
受

け
入
れ
体
制
な

ど
、
同
市
の
救

　

但
馬
支
部
と
歯
科
部
会
は
４

月
29
日
、「
歯
科
社
保
・
審

査
、
指
導
対
策　

な
ん
で
も
会

員
懇
談
会
」
を
豊
岡
市
の
日
高

地
区
公
民
館
で
開
催
し
、
６
人

が
参
加
し
た
。
由
良
徹
也
先
生

の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

恒
例
に
な
り
ま
し
た
但
馬
地

区
で
の
「
歯
科
社
保
・
審
査
、

指
導
対
策　

な
ん
で
も
会
員
懇

談
会
」
が
、
川
村
雅
之
副
理
事

長
を
講
師
と
し
て
迎
え
、
４
月

29
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
豊

岡
市
か
ら
３
人
、
美
方
郡
か
ら

２
人
の
先
生
方
が
出
席
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
ず
川
村
先
生
か
ら
、
レ
セ

プ
ト
電
子
請
求
義
務
化
に
お
い

て
審
査
で
注
意
す
べ
き
内
容
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

縦
覧
点
検
、
日
付
情
報
で
何
を

見
ら
れ
る
か
、
縦
覧
情
報
か
ら

審
査
員
は
何
を
考
え
る
か
な
ど

の
お
話
は
大
変
興
味
深
い
も
の

で
し
た
。
ま
た
、
重
点
審
査
の

対
象
区
分
が
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
に
分

け
ら
れ
て
い
る
の
は
驚
き
で
し

た
。

　

そ
の
後
、
出
席
者
が
川
村
先

生
、
担
当
事
務
局
に
日
常
診
療

に
お
け
る
疑
問
点
、
問

題
点
な
ど
を
ぶ
つ
け
、

意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

川
村
先
生
の
博
識
ぶ
り

に
は
驚
き
ま
し
た
が
、

分
か
り
や
す
く
て
い
ね

い
に
説
明
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
田
舎
な
ら

で
は
の
問
題
点
も
浮
き

上
が
り
、
ま
た
、
か
な

り
き
わ
ど
い
話
も
あ
っ

た
り
し
て
、
本
音
で
話

し
合
え
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

な
か
な
か
こ
う
い
う

機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
但
馬
地
区
の
会
員

の
先
生
方
、
も
う
少
し
参
加
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

【
豊
岡
市
・
歯
科

 

由
良　

徹
也
】

　

保
団
連
も
実
行
委
員
会
に

参
加
す
る
原
水
爆
禁
止
２
０

１
５
世
界
大
会
が
、
８
月
４

日
か
ら
９
日
に
か
け
て
広
島

市
内
・
長
崎
市
内
で
開
催
さ

れ
た
。
７
日
か
ら
９
日
の
長

崎
会
場
に
は
、
協
会
の
武
村

義
人
・
加
藤
擁
一
・
川
西
敏

雄
各
副
理
事
長
、
白
岩
一
心

理
事
、
坂
口
智
計
評
議
員
、

樫
林
歯
科
（
明
石
市
）
の
職

員
２
人
が
参
加
し
、
武
村
義

人
副
理
事
長
、
広
川
恵
一
・

落
合
愛
子
両
顧
問
か
ら
の
折

り
鶴
を
平
和
公
園
に
供
え

た
。
白
岩
理
事
の
参
加
記
を

掲
載
す
る
。

　

初
日
の
兵
庫
県
代
表
団
会

議
に
お
い
て
は
、
兵
庫
県
保

険
医
協
会
が
、
核
兵
器
廃

絶
、
安
全
保
障
関
連
法
案
廃

案
、
国
民
皆
保
険
制
度
死
守

を
め
ざ
し
て
い
る
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

２
日
目
、
世
界
大
会
に
ふ

さ
わ
し
い
分
科
会
が
行
わ

れ
、
私
は
「
憲
法
を
い
か

す
、
非
核
平
和
の
日
本
を
」

に
出
席
し
、
ド
イ
ツ
代
表
の

先
生
に
「
憲
法
裁
判
所
」
に

つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

　

日
本
な
ら
ば
憲
法
違
反
の

閣
議
決
定
を
総
理
大
臣
が
し

て
も
、
な
か
な
か
法
的
に
裁

か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
ド
イ
ツ
で
は
、
三
権
分

立
プ
ラ
ス
独
立
し
た
連
邦
憲

法
裁
判
所
の
存
在
が
立
憲
主

義
を
強
め
て
い
る
と
い
う
回

答
を
い
た
だ
き
、
印
象
的
で

し
た
。

総
会
に
出
席
し
ま
し
た
。
原

爆
投
下
時
刻
で
あ
る
午
前
11

時
２
分
に
、
参
加
者
全
員
で

黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
世
界

大
会
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
感
動

的
で
し
た
。

　

現
地
・
長
崎
市
に
行
か
な

い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
長
崎

医
科
大
学
医
学
部
生
と
薬
学

　

夕
方
か
ら
全

国
か
ら
の
保
険

医
協
会
代
表
と

の
会
議
。
全
国

の
先
生
方
が
出

席
し
て
く
だ
さ

り
、
有
意
義
な

会
議
と
交
流
と

な
り
ま
し
た
。

　

３
日
目
の
８

月
９
日
は
、
長

崎
原
爆
投
下
の

日
。
長
崎
の
鐘

の
音
が
街
中
に

響
き
渡
る
中
、

世
界
大
会
閉
会

部
生
の
亡
く
な
っ
た
方
々
が

９
０
０
名
近
く
い
た
こ
と

は
、
な
か
な
か
報
道
さ
れ
な

い
こ
と
で
、
現
地
で
知
り
ま

し
た
。
平
和
公
園
の
祈
念

像
、
長
崎
の
鐘
、
浦
上
天
主

堂
も
悲
し
み
深
く
心
に
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

元
歯
科
部
会
長
の
落
合
愛

子
先
生
、
広
川
恵
一
先
生
ら

か
ら
お
預
か
り
し
た
折
り
鶴

を
持
っ
て
い
た
時
に
感
じ
た

平
和
へ
の
思
い
の
重
み
を
忘

れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ホ
ス
ト
で
あ
る
長
崎
協
会

の
皆
さ
ま
に
も
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
被
爆
地
・
長
崎

へ
の
祈
り
の
思
い
が
深
く
な

り
ま
し
た
。
幼
い
頃
か
ら
の

長
崎
へ
の
追
悼
の
夢
が
叶
い

ま
し
た
。

　

来
年
も
核
兵
器
廃
絶
を
訴

え
る
た
め
、
長
崎
協
会
の
皆

さ
ま
に
再
会
す
る
た
め
に

も
、
参
加
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

西原支部幹事が尼崎の救急
医療について語った　　　

長崎で核廃絶をアピールした（右から）白岩理
事、武村・加藤・川西各副理事長、坂口評議員
（８月９日の閉会総会にて）　 　　　　　　　

日常診療における疑問点について意見交換

８・20中央
要請行動

安
保
法
案
の
廃
案
や

医
療
へ
の
ゼ
ロ
税
率
な
ど
を
要
請

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
・
長
崎

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
・
長
崎

核
兵
器
廃
絶
へ
の

思
い
強
く理

事　
　

白
岩　

一
心

感
想
文

歯科社保・審査会員懇談会 in 豊岡

審査・指導の
悩みを本音で交流

尼崎医療センター開院
救急体制の今後考える

尼崎支部　第44回総会・記念企画尼崎支部　第44回総会・記念企画

北播支部＆歯科部会

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809 本田まで

日　時　９月12日（土）18時30分～20時30分
会　場　小野市・うるおい交流館エクラ中会議室
話題提供　協会歯科部会・社保対策講師陣
※Ｐ治療の流れ等再確認。衛生士さん等もご参加ください。

①

②

③

歯科社保・審査対策学習会 歯科社保・審査対策学習会 in 小野in 小野
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稿稿

会

投

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
８
月
22

日
、
シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ
西
宮
北
口

集
会
所
で
、「
健
康
カ
フ
ェ
〜

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
健
康
法

〜
」
と
題
し
て
「
健
康
と
医
療

に
つ
い
て
語
り
合
う
会
」
を
開

催
。
広
川
恵
一
顧
問
が
講
師
を

務
め
、
借
り
上
げ
復
興
住
宅
に

住
む
市
民
ら
24
人
が
参
加
し

た
。

　

広
川
先
生
は
、
夏
か
ら
秋
へ

の
季
節
の
変
わ
り
目
に
体
調
を

崩
し
や
す
い
理
由
と
し
て
、
夏

は
冷
た
い
も
の
を
摂
り
が
ち
で

胃
が
疲
れ
て
い
る
こ
と
や
、
気

温
が
下
が
っ
て
も
薄
着
を
続
け

る
な
ど
温
度
差
に
対
応
で
き
て

い
な
い
こ
と
な
ど
を
挙
げ
、
薬

を
何
種
類
も
飲
む
こ
と
よ
り

も
、
食
べ
物
や
衣
服
、
部
屋
の

湿
度
な
ど
、
普
段
の
生
活
の
中

か
ら
身
を
守
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
強
調
し
た
。

　

参
加
し
た
住
民
か
ら
は
「
朝

起
き
る
と
体
が
だ
る
い
の
だ
が

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」「
眠
れ

な
い
と
き
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
」
な
ど
日
常
生
活
の
困
り
ご

と
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
広
川
先

生
が
分
か
り
や
す
く
て
い
ね
い

に
答
え
た
。

　

「
健
康
カ
フ

ェ
」
は
、
西
宮

市
か
ら
退
去
を

求
め
ら
れ
て
い

る
借
り
上
げ
復

興
住
宅
の
住
民

と
の
交
流
を
は

か
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
西
宮

・
芦
屋
支
部
が

企
画
し
た
も
の

で
、
開
催
は
今

回
が
初
め
て
と

な
る
。

　

今
年
の
盆
休
み
は
、
高
野
山

に
行
っ
た
。
今
か
ら
１
２
０
０

年
前
に
空
海
が
開
い
た
高
野
山

は
、
下
界
と
比
べ
て
気
温
が
５

度
ほ
ど
低
く
、
と
て
も
過
ご
し

や
す
い
。
外
国
人
観
光
客
も
た

く
さ
ん
訪
れ
て
い
た
。

　

１
日
目
は
宿
坊
に
泊
ま
っ
て

精
進
料
理
を
食
べ
、
写
経
や
阿

字
観
（
座
禅
）
な
ど
を
初
め
て

体
験
し
た
。

　

２
日
目
の
午
前
は
奥
之
院
参

道
を
散
策
し
た
。
こ
こ
に
は
樹

齢
１
０
０
０
年
の
杉
木
立
が
立

ち
並
び
、
約
20
万
も
の
墓
碑
や

慰
霊
碑
が
埋
ま
っ
て
い
る
。
歴

史
フ
ァ
ン
に
は
興
味
の
あ
る
と

こ
ろ
で
、
武
田
信
玄
と
上
杉
謙

信
、
織
田
信
長
と
明
智
光
秀
と

い
っ
た
墓
碑
が
す
ぐ
近
く
に
あ

り
、
死
ん
で
か
ら
何
世
紀
も
一

緒
に
眠
っ
て
い
る
こ
と
を
思
う

と
失
笑
し
て
し
ま
う
。

　

そ
の
な
か
で
目
に
留
ま
っ
た

の
が
、
薩
摩
島
津
家
が
建
て
た

高
麗
陣
敵
味
方
碑
。
こ
れ
は
朝

鮮
役
に
お
け
る
戦
死
者
の
霊

を
、
敵
味
方
と
も
に
慰
め
て
い

る
。

　

そ
れ
と
も
う
一
つ
、
日
本
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
旗
が
立
っ
て
い
る
北
ボ
ル

ネ
オ
戦
没
者
慰
霊
碑
。
第
２
次

世
界
大
戦
で
の
日
豪
両
軍
の
将

兵
と
現
地
住
民
の
総
霊
を
祀
っ

て
い
る
。

　

死
し
た
後
は
、
敵
味
方
な
く

同
じ
よ
う
に
極
楽
往
生
さ
せ
る

の
が
空
海
の
教
え
で
あ
る
。
ち

ょ
う
ど
そ
の
時
、
正
午
の
サ
イ

レ
ン
が
鳴
り
、
観
光
客
も
参
拝

者
も
皆
立
ち
止
ま
っ
て
黙
祷
を

さ
さ
げ
た
。
今
日
８
月
15
日
は

終
戦
記
念
日
で
あ
る
。

　

宗
教
に
関
心
の
な
か
っ
た
私

だ
が
、
爽
や
か
な
気
分
で
家
路

に
つ
い
た
。

　

し
か
し
俗
世
間
に
戻
る
と
、

靖
国
参
拝
や
ら
慰
安
婦
問
題
や

ら
侵
略
へ
の
お
わ
び
等
、
も
う

い
い
か
げ
ん
に
聞
き
飽
き
た
。

そ
う
い
っ
た
首
脳
た
ち
は
、
高

野
山
に
行
っ
て
頭
を
冷
や
し
た

ら
ど
う
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

団体定期
生命保険 

月払１万～30万円･一時払（毎回）50万～2000万円
＜自在性が魅力＞まとまった資金は「一時払」で上乗せ

病気やケガで休んだ時に安心の助け合い制度
割安な掛金が満期まで変わりません／最長75歳まで
730日の充実保障／弔慰・高度障害、精神疾患も給付

■ 団体保険だから断然安い保険料
■ 過去６年の平均配当率45％

■ 最高5000万円の高額保障
■ 医師による診査はありません

保険の見直しに効きます！
ネット生保と比べてみてください

休業保障制度の上乗せに。自宅療養も補償 医療上の事故、医療施設の事故を補償

グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険

休業保障制度休業保障制度休業保障制度休業保障制度
保険医年金保険医年金保険医年金保険医年金
所得補償保険所得補償保険所得補償保険所得補償保険 医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険

広川先生が夏から秋にかけての健康法について
語った　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

小
田　
　

一
先
生

加
古
川
市　

整
形
外
科

７
月
28
日　

享
年
80
歳

内
藤　
　

正
先
生

伊
丹
市　

内
・
放
・
整
・
外
科

８
月
７
日　

享
年
70
歳

借上復興住宅の
 住民と交流

西宮・芦屋支部　健康カフェ西宮・芦屋支部　健康カフェ

2015年８月15日
伊丹市・歯科　　
 谷口　哲也

第24回日常診療経験交流会　プレ企画

心肺蘇生法 BLS&挿管  実技講習会
日　時　９月26日（土）14時30分～17時15分（前半14時30分～、後半16時～）
会　場　県農業会館10階101・102号室
内　容　BLS講習（職種限定なし）、気管挿管（医師・歯科医師限定）
定　員　80人（１医療機関等３人まで）　　参加費　1000円（当日徴収）

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803まで

支払基金・国保連合会の審査委員名簿
　審査対策部では、兵庫県社会保険診療報酬支払基金並びに兵庫県に対し、６月に
改選された診療報酬審査委員会委員名簿の開示請求を行っていたが、このたび名簿
が公開されたので掲載する。なお、医科・歯科・薬科を併せた名簿となっているた
め、審査対策部で医科・歯科・薬科の順に並べかえた。また、支払基金の名簿は専
科の記載がないため、委員名に医・歯・薬を付した。

兵庫県社会保険診療報酬支払基金審査委員会名簿
明石　恭治・医 北村　嘉章・医 須田研一郎・医 深澤　元晴・医 石上　雅章・歯
淺野　達藏・医 木村亜紀子・医 高瀬　信明・医 藤井　英樹・医 浦野　雅彦・歯
荒木　俊一・医 久呉　真章・医 武木田誠一・医 藤井　芳夫・医 上住　和也・歯
石川　朗宏・医 久次米健市・医 竹島　泰弘・医 藤田　　彰・医 大矢　卓志・歯
石田　義裕・医 葛原　　啓・医 武田　　学・医 藤田　　満・医 岸　　和久・歯
石原　享介・医 黒田　佳治・医 橘　　史朗・医 藤野　泰宏・医 岸本　裕充・歯
石原　健造・医 桑原　　昂・医 塚西　茂昭・医 古橋　淳夫・医 黒川　直人・歯
石原　正治・医 河野　富雄・医 辻　　　壽・医 細谷　　亮・医 郷田　祥二・歯
乾　　由明・医 古賀　正史・医 辻本　英明・医 前田重一郎・医 小坂　友康・歯
伊原　由幸・医 小澤　修一・医 鄭　　仁秀・医 前田　　均・医 小宮山寛芳・歯
今井　敏夫・医 小関　萬里・医 戸田　和夫・医 前田　光雄・医 櫻井　章雄・歯
入江正一郎・医 後藤　義人・医 冨田　安彦・医 槙村　博之・医 髙橋　研之・歯
岩井　正秀・医 近藤　和義・医 中田　邦也・医 松岡　　彰・医 竹内　英資・歯
上芝　伴尚・医 齊藤　清治・医 中谷　裕司・医 松田　良信・医 竹信　俊彦・歯
内田三千彦・医 齋藤　　実・医 長野　　徹・医 松本　　修・医 中町　守人・歯
内山　敏行・医 齊藤　喜博・医 西　　信一・医 丸山修一郎・医 波戸本　均・歯
梅本　善哉・医 坂本　一夫・医 西島　博之・医 三浦　一樹・医 浜田　潤一・歯
浦井　　寿・医 阪本　俊彦・医 西村　善博・医 三木　　誠・医 濱田　幸人・歯
江尻　一成・医 佐々木順子・医 西本　洋二・医 水口　龍次・医 早川　文彦・歯
大西　淳子・医 佐藤　朝臣・医 信永　敏克・医 宮崎　栄二・医 林　　祐司・歯
大洞　慶郎・医 佐藤　哲夫・医 野間　研一・医 宮﨑　睦雄・医 日置　英徳・歯
大村　武久・医 篠　　裕美・医 白　　鴻泰・医 深山　鉄平・医 廣瀬　裕二・歯
岡田　昌也・医 島　　正彦・医 橋村　孝久・医 村岡　章弘・医 福永　　昌・歯
岡田　　実・医 島津　　敬・医 八田　昌樹・医 望月　吉郎・医 松田　哲一・歯
岡田　泰長・医 志水賢一郎・医 林　　孝俊・医 安田　　義・医 丸尾　真史・歯
岡林　克典・医 清水　　卓・医 早野　昌毅・医 山下長司郎・医 村上　則宏・歯
岡本　隆弘・医 下永田　剛・医 原田　健次・医 山田　一仁・医 森山　　浩・歯
置塩　　隆・医 謝　　典穎・医 原田　　晋・医 山中　潤一・医 八木　　裕・歯
垣淵　正男・医 白川　勝朗・医 東山　　洋・医 山本　慎一・医 八竹　利明・歯
陰下　敏昭・医 進藤　　啓・医 久野　克也・医 山本　正博・医 笠井　秀一・薬
片上千加子・医 神保　徹也・医 平田　勇三・医 山本　正之・医 鄭　　淳太・薬
加堂　哲治・医 杉田　俊明・医 平林　俊明・医 楊　　鴻生・医 西川　真司・薬
川端　　岳・医 杉本　欣也・医 廣石　惠才・医 吉本　健朗・医
河村　　肇・医 杉本　貴樹・医 深井　光浩・医 池田　紀夫・歯

第33期兵庫県国民健康保険診療報酬審査委員会名簿

保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
代
表

青木　康夫・整
朝田　真司・内
阿部　諭吉・内
伊賀　俊行・眼
石田　春彦・耳
内山　　哲・内
大江与喜子・内
大北　　実・内
川井田徳之・泌
高　　義雄・内

小髙　正裕・内
坂田　哲啓・外
杉原　順一・外
須山　　徹・脳
副島　俊典・放
髙橋　靖昌・泌
竹内　一喜・整
竹内　素志・内
竹内陽史郎・内
田中　　靖・皮

谷口　賢蔵・小
土居　忠史・整
豊田　　俊・外
長畑　洋司・外
中村　　功・内
中村　　正・内
西庵　克彦・内
花川　公麿・内
播　　穰治・内
福本　　聡・外

正木　茂博・内
松本眞一郎・内
水守　彰一・外
村山　知行・内
毛利　昭郎・麻
山崎　峰夫・産
山根　光量・内
渡邊　典雅・外
関　　良太・歯
鄭　　哲浩・歯

錦　　和彦・歯
丸山　忠治・歯
村井　　紳・歯
森本　敬祐・歯
山田　一郎・歯
渡部　一也・歯
三島光一郎・薬

保　

険　

者　

代　

表

公　
　

益　
　

代　
　

表

青木　英治・内
吾妻　眞幸・内
荒木　邦公・整
伊賀　文計・内
井上　正則・眼
今井　康雄・内
江草　康夫・外
大谷　卓弘・整
岡　　伸俊・泌
岡田　敏男・内

春日井博志・内
川田　哲己・外
木村　　道・内
近藤　　威・脳
實光　　章・外
瀧口　安彦・外
竹田　文彦・内
田中　　力・内
谷山　明子・内
中馬　　淳・内

長　　幹麿・内
土山　雅人・内
長尾　卓夫・精
橋本　　創・外
尾藤　利憲・皮
細見　英信・耳
前田　信証・外
真垣　一成・内
益子　和久・産
松原　　司・整

松本　　卓・内
松本　正道・外
山﨑　　亨・内
山下　晴央・脳
山西　行徳・精
山本　満雄・外
横山　英世・内
米田　　豊・内
脇田　　昇・外
安藝　一成・歯

池水　裕一・歯
片野　　清・歯
小松原　彰・歯
蓮池　一晃・歯
前田　　希・歯
水田　雅之・歯
菅野　一郎・薬

蘆田　　寛・外
粟野孝次郎・内
池田　哲哉・皮
池原　英夫・内
伊東　俊夫・内
井上　健造・耳
井上　智夫・内
岩尾　憲人・内
上谷　良行・小
大西　祥男・内

岡　　博行・内
岡田　幸也・整
荻野　文章・内
奥村　修一・外
片嶋　純雄・産
門口　　啓・内
小林　研二・外
佐藤　四三・外
佐藤　美晴・外
篠　　裕美・内

庄　　智矢・整
瀧　　琢有・脳
瀧内　秀和・泌
田村　茂行・外
坪田　紀明・外
長嶋　達也・脳
中村　　毅・外
中本　光春・外
西浦　哲雄・内
西岡　正登・内

濵辺　　豊・外
林　　雅造・外
原田　俊彦・整
松井　　聖・内
丸岡　　隆・整
見野　耕一・精
向原　伸彦・外
山縣　祥隆・眼
横山　和正・内
吉永　和正・外

磯貝　知一・歯
上野健一郎・歯
神田　孝平・歯
木下　　保・歯
滝内　　聡・歯
谷垣　信吾・歯
古土井春吾・歯



保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

（４）第１７９２号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞２０１５年(平成２７年)９月５日(毎月３回５・15・25日発行)

支　　部　　の　　催　　物　　案　　内支　　部　　の　　催　　物　　案　　内

日　時　９月12日（土）15時～16時30分
会　場　小野市うるおい交流館エクラ中会議室
テーマ　 診療所でのヒヤリ・ハット対策

―具体的カイゼン方法も含めて
講　師　 小川麻由美氏（済生会兵庫県

病院　感染管理認定看護師）
参加費　1,000円（受講証を発行）

■北播支部■医療安全管理研修会

日　時　９月26日（土）14時～17時
会　場　姫路じばさんびる901ホール
14時～第30回支部総会
15時～ミニ講演「TPPと食卓」田中眞
一郎・兵庫農民連事務局長、ドキュメ
ンタリー映画「フード・インク」上映
参加費　無料（終了後懇親会）

■姫路・西播支部■総会・記念上映会

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1801まで

映画「妻の病―レビー小体型認知症―」
日　時　９月13日（日）14時～15時35分
会　場　 三田市総合福祉保健センター

多目的ホール
参加費　無料

■北摂・丹波支部■市民公開映画上映会

日　時　９月19日（土）15時～
会　場　公立豊岡病院２階多目的室
テーマ　 外来診療における皮膚潰瘍、

褥瘡治療について
講　師　公立豊岡病院皮膚科　秋山　創先生

■但馬支部■支部研究会

　矯正治療における患者の希望は、
①矯正装置を見えないようにしたい
②歯を抜きたくない
③矯正装置の装着期間を短くしたい
などがあります。
　ここ数年、矯正学は飛躍的に進歩し
て、これらの患者の希望に対応できる選
択肢が増えました。
①装置を見えないようにしたい
→ リンガル装置、透明マウスピースなど
②歯を抜きたくない
→ アンカーインプラント、遠心移装置
（GMD、カリエールなど）など
③装置の装着期間を短くしたい
→ 外科処置併用、レーザー、アクセルデ
ントなどは矯正の教科書プロフィット
著書のContemporary Orthodonticsの
Fifth editionにくわしく記載されてい
ます（図１）。

装着期間を短縮する方法
　今回は、この中の矯正装置の装着期間
を短くしたいという患者の希望に対応す
る方法として、外科的な刺激について述
べました。
　外科的な刺激の方法には
・Corticotomy・Osteotomy・Ostectomy
・Corticision  ・Piezocision
・Piezopuncture
などがあり、これらの外科処置を組み合
わせることにより、矯正治療期間をコン
トロールしていきます。
　現在、世界的に最もポピュラーな外科
法は、PAOO＝AOO＝Wilckodonticsとい
うCorticotomy変法ですが、私はこの方
法ではなく、寿谷法Corticotomyを行っ
ています。
　寿谷法Corticotomyと、PAOOとの違い
は、Corticotomy後に骨移植をするかし
ないか、の違いです。私がなぜ寿谷法
Corticotomyを併用しているかという
と、私が寿谷先生に出会った1995年に先
生は、寿谷法Corticotomy併用による矯
正治療例を500例と、約20年以上の経過
症例を持っていたこと、そして直接寿谷
先生からご指導いただける環境にいたこ
とからです。

まとめ
　今回の講演の結論としましては、矯正
治療期間のコントロールは、不正咬合の
状態に対応した簡単ないくつかの外科処
置により行うことができます。ただし外
科処置を併用することにより歯の動きは
促進されますが、治療期間のコントロー
ルには術者の矯正学的技量が不可欠であ
ると考えます。このことはVincent G 

寿谷法Corticotomy併用矯正
　寿谷法Corticotomy併用矯正の利点は
寿谷の著書の中で以下のように述べてお
ります（図２）。
Corticotomy併用矯正の利点
Ⅰ　骨髄は完全に維持され、十分な血液
補給が確保される。
Ⅱ　自家骨の増殖により骨移植は不要。
Ⅲ　歯槽基底部の水平的、垂直的移動の
範囲の拡大。
Ⅳ　矯正力による疼痛、歯根吸収、後戻
り、歯頸部歯肉退縮等の軽減。
Ⅴ　浸潤麻酔下で行われる処置で、そし
て特別な器材を必要としない。
Ⅵ　敏速な歯牙移動が可能。
　上記の利点について、19年間寿谷法
Corticotomy併用矯正を行ってきた私の
臨床経験と、これまで発表されている論
文から検証すると、Ⅰについては問題な
いと考えられます。
　Ⅱ、ⅢについてはWilckoらは、すべて
のケースで骨移植を行うべきだと言って
いますが、私の経験やニューヨーク大学
のAlikhaniらの研究より、歯槽骨の増大
を必要としないケースには必要がないと
考えられます。
　Ⅳについては多くの論文で歯根吸収の
軽減が述べられています。そしてその理
由として、ヒアリナイゼーションの減少
が今のところ有力です。後戻りの軽減に
ついては論文上では検討されておらず、
私の経験から１年間しっかりと保定を行
えば、安定する傾向にありました。
　Ⅴについても問題ないと思われます。
しかし、最近ではピエゾサージェーリー
という、軟組織は切れず骨硬組織のみ削
合できる安全な骨切削装置を使用してい
ます。
　Ⅵについては論文上、最も根拠があり
ました。そして私の経験からも術後３～
４カ月に著しく歯が動き、６カ月後まで
に徐々に減速しました。
　Ⅵの根拠におきましては論文上四つの
仮説があります。
Ａ　骨ブロックで移動 
Ｂ　Regional Acceleratory Phenomenon

矯正治療期間のコントロール

（RAP）
Ｃ　サイントカインセオリー 
Ｄ　Systemic Acceleratory 
Phenomenon（SAP）
　Ａの仮説については、Wilcko
らは否定していますが、Chung
らの圧迫骨短縮法から否定する
ことはできないように思われま
す。また寿谷もこの仮説を支持
していました。
　Ｂの仮説については1983年に
Frostが 提唱し、Wilckoらが
2001年のRapid Orthodontics 
with Alveolar Reshapingの論文
の中で引用し根拠としています
（図３）。
　Ｃのサイントカインセオリー
は、2013年のAlikhaniらのEffect 
of micro-osteoperforations on 
the rate of tooth movementの
論文の中で取り上げられまし
た。歯根膜の炎症によりサイト
カインの分泌が促進され、その
ことにより破骨細胞の増加が起
きることから歯が速く動く、と
いう仮説です。
　ＤのSAPは1991年にSchilling
により発表されたもので、骨折
の治癒エリアから離れた部位で
RAPによる骨芽細胞の活性の増
加が報告されました。
　以上から外科的侵襲により歯
が速く動くことは多くの論文か
らも証明され、私の臨床でも確
認できました。しかし歯が速く
動くメカニズムは、未だ分かっ
ていません。

図１

図２

東京都中央区・銀座矯正歯科院長　　深澤　真一先生講演

Kokichも論文で同様の見解を述べていま
す。
　最後に今後の展望として外科的刺激の
みだけではなく物理的、化学的な刺激を
加えることにより、より低侵襲でより確
実に治療期間をコントロール（短縮）し
た矯正治療ができるようになるのではな
いかと考えています。
 （７月26日講演より）

図３

環境・公害対策部視察会（文化部共催）

荒湯たなびく湯村温泉―
但馬・北播の但馬・北播の自然エネルギーの旅自然エネルギーの旅

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807 小西、三田まで

集　合　①神戸三宮「ラウンドワン三宮駅前店」北側　10時
　　　　②JR姫路駅南側バスロータリー　　　　　　  11時
行　先　１日目　湯村温泉バイナリー発電施設/夢千代館
　　　　２日目　大河内「エルビレッジ」揚水・水力発電施設/北播地域のため池太陽光発電施設等
宿　泊　湯村温泉『湧泉の宿　ゆあむ』　
参加費　１人３万円　※交通費、宿泊費、１日目昼食・夕食代、２日目朝食・昼食代込（子ども料金はご相談の上）
定　員　50人（※９月24日までに20人に達しない場合は中止します）
申　込　９月24日（木）締切

日　時　10月11日（日）～12日（月／祝）


